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団体名 

（フリガナ）トクテイヒエイリカツドウホウジン ホッカイドウジャクネンニンチショウノヒトトカゾクノカイ 
 

【活動風景】 

「つどい」で学び合い風景 
 

 

 特定非営利活動法人 北海道若年認知症の人と家族の会   

 
代表者 

役職・氏名 
理事長  木村邦弘   

 団体所在区 札幌市中央区北 3 条西 7 丁目１-1 緑苑ビル 608 号室   

 主な活動場所 札幌市内を主として全道の地域  

 電話番号 （ 011 ） 205 - 0804        

 メールアドレス  jakunen.kita.sap@kkf.biglobe.ne.jp  

 ＨＰアドレス  http:/h-himawari.sakura.ne.jp  

 設立年月 
２００６年 ９月設立 

２０１４年 ８月 特定非営利活動法人とする 
活動開始年月 ２００６ 年 ２ 月  

 設立目的 
北海道内の若年認知症の人と家族との交流・支援、及び若年認知症についての理解促進、 

医療・介護制度の充実等を通じて地域社会の福祉の向上に寄与することを目的とする 

 

 活動内容 

・若年認知症の人と家族の交流・相談に関する事業 

・若年認知症の人が利用できる介護サービスや公的助成制度の拡充に関する事業 

・若年認知症の理解促進に関する研修及び啓発事業 

・若年認知症の人の就労・社会参加への支援に関する事業 

・若年認知症に関わる諸団体・機関との交流・連携に関する事業 

・その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

 活動実績 

2008年 10月：札幌市若年性認知症支援事業「若年認知症の人とその家族に対する実態調査報告書」発行に協力  

2013 年：介護従事者との討論の中から「若年認知症の人の受診手帳」を考案し、日本認知症ケア学会で発表 

2016 年：10 周年記念として介護体験集「私たちの日々をつづる」を、さぽーとほっと基金ひまわりピアサポート基金で発行 

2017年 10月：道内の若年認知症の家族会 5団体で「若年認知症北海道連絡会」を結成 

2018年 3 月：「全国若年認知症フォーラム in北海道・札幌」を教育文化会館で開催。600名以上が全国から参加  

2020年 2 月：「若年性認知症北海道フォーラム」を道と共催 

2022年 6 月：北海道より、若年性認知症支援コーディネーターを中心とした「若年性認知症総合支援事業」を受託 

 

 

活動分野 

■  1 保健、医療、福祉の増進 ■ 10 人権の擁護又は平和の推進  

 ■  2 社会教育の推進 □ 11 国際協力の活動  

 □  3 まちづくりの推進 □ 12 男女共同参画社会の形成の促進  

 □  4 観光の振興 □ 13 子どもの健全育成  

 □  5 農山漁村又は中山間地域の振興 □ 14 情報化社会の発展  

 □  6 学術、芸術、文化又はスポーツの振興 □ 15 科学技術の振興  

 □  7 環境の保全 □ 16 経済活動の活性化  

 □  8 災害救援活動 ■ 17 職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動  

 □  9 地域安全活動 □ 18 消費者の保護を図る活動  

 ■ 19 前掲の活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助  


